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地域包括支援センター事業評価の概要
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事業評価の目的
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◼ 地域包括支援センター（以下「センター」と表記）は、地域の関係者とのネットワーク

の下、総合相談支援などの包括的支援事業や介護予防支援等の支援を行うとともに、こ

うした取組を通じて市町村と一体となって地域課題の把握やその対応策の検討等を行う

ことが期待されています。

◼ センターが求められる機能を発揮するためには、業務改善を推進するとともに、中長期

的な視点に立った取組を進めていくことが重要であり、こうした観点から評価を行うも

のです。

目的

◼ 令和6年度に国により策定された評価指標の見直しが行われ、令和7年度から新指標によ

る評価が開始となりました（詳細はp3及びp4参照）。

◼ 一部の任意項目を除き、大部分は、全国統一の評価指標に基づいて点検を行います。

◼ 評価分野は大きく分けて8項目あり、その分野ごとにより細分化された取組内容を実施

できているかを答えていく形式となっています。

評価指標



事業評価見直しイメージ
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「地域包括支援センターの事業評価を通じた機能強化について（通知）」の一部改正について
令和６年６月７日厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知より



新指標評価の活用に関するスケジュール
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「地域包括支援センターの事業評価を通じた機能強化について（通知）」の一部改正について
令和６年６月７日厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知より



令和７年度事業評価の結果
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※評価時点は令和7年4月末日現在となります



事業評価の分析方法
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◼ センター指標の評価結果について、川越市のセンター（９か所）と全国のセンターを比

較したものです。

◼ 分野ごとの評点（任意項目を除く）をレーダーチャートにより可視化しています。

１ 川越市のセンター平均 と 全国のセンター平均 の比較

◼ 市町村用指標の評価結果について、川越市と全国（市町村）を比較したものです。

◼ 分野ごとの評点（任意項目を除く）をレーダーチャートにより可視化しています。

２ 川越市 と 全国（市町村）平均 の比較



１ 川越市のセンター平均 と 全国のセンター平均 の比較
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• 「６．地域ケア会議」の1分野以外は、全国の平均値を上回っていました。

• 「６．地域ケア会議」の評点が全国のセンター平均と比べて低いことについて、川越市において
は、市町村単位の地域ケア会議である「地域ケア推進会議」が実施できておらず、地域ケア推
進会議への参加や資料提出を問う設問が該当しなかったことが大きな要因と考えられます。
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２ 川越市 と 全国（市町村）平均 の比較
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• 全項目において全国の平均値を上回っていました。

• 川越市及び全国（市町村）ともに、「７．介護予防ケアマネジメント・介護予防支援」分野の評点が
低い傾向となっています。居宅介護支援事業所に介護予防支援の指定対象が拡大したことに伴
い、センターが実施する包括的・継続的ケアマネジメント支援業務に「介護予防サービス計画の
検証」が設問として追加されています。検証方法に関する仕組みが整っていないことで、今回、
低い実施割合でした。
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令和７年度評価結果のまとめ
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• 評価指標の見直しが行われて初めての事業評価でしたが、センター指標・市町村指標とも

に、ほぼすべての分野で全国平均を上回っており、比較的良好な取組状況である様子が

伺えます。

• センター指標において全国平均を下回った「地域ケア会議」の分野については、市として

も、各センターとしても課題として認識しており、今年度から「自立支援型地域ケア会議」

の事例検討を順次休止し、事業見直しに着手し始めたところです。より効果的な地域ケア

会議の実施に向けて、来年度も引き続き検討を重ねます。

• 市町村指標において低い評点だった「包括的・継続的ケアマネジメント支援業務」について

は、関係課と調整のうえ、介護予防サービス計画の検証方法に関する仕組みづくりを進め

ていきます。

• 今回の結果も踏まえ、今後も、地域の実情に応じた事業が実施できるよう、市と9つの地

域包括支援センター間での情報共有に努め、取り組んでいくこととします。
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